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研究成果の概要（和文）：本研究では、衝動性を伴う強迫症の子どもとその保護者の支援を目指した研究を実施
した。研究の結果、①強迫症の家族への巻き込みと不注意傾向の関係性の深さを示した。②文献レビューに基づ
いて有効性が想定されたオンライン心理支援プログラムの開発を行い、予備的な検討の実施によって一定程度の
有効性を確認した。③感覚処理の問題や気質と強迫行動の関係性の検討により、感覚処理の問題に注目する重要
性を示した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed towards supporting children with Motoric 
obsessive-compulsive spectrum disorder and their parents. The results of this study showed (i) the 
depth of the relationship between family accommodation and patient’s inattentive tendencies. (ii) 
An online psychological support program was developed, which was assumed to be effective based on a 
literature review, and a certain degree of effectiveness was confirmed by conducting a preliminary 
study. (iii) The importance of focusing on sensory processing problems and the relationship between 
compulsive behavior was demonstrated by examining the relationship between sensory processing 
problems and temperament.

研究分野： 発達臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
子どものこだわりや不安は正常な発達過程でも確認されるため、しばしば適切な支援につながりにくく、保護者
がかかわりに戸惑うことも多い事象である。低年齢児への心理支援はまだ十分に確立がなされていない我が国に
おいて、本研究全体を通して、こうした衝動制御の問題のある子どもへのかかわり方について一定程度の指針が
得られたこと、今後の研究の方針が示せたことは社会的意義が大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 強迫スペクトラム障害（Obsessive-Compulsive Spectrum Disorders：以下 OCSD）とは，

何らかの衝動や考えへの「とらわれ」と，それを解消しようとして繰り返し行われる「反復行
動」によって特徴づけられる疾患群のことを示す。代表的な精神障害として，強迫性障害や抜
毛症，トゥレット症候群などが含まれる。強迫性障害は従来不安障害に位置付けられてきた
が，生物学的な疾患理解が進むにつれて，OCSD に分類されるような「とらわれ」と「反復行
動」という類似した特徴を持つ他の疾患との共通性が明らかとなり，2013 年に公開された
Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders-5（DSM-5）においては，不安障害
ではなく，「強迫性障害及び関連障害群」として位置づけられるようになった。こうした診断基
準の変更からも、OCSD の考え方は一定程度妥当性を有しているだろう。 
OCSD の考え方においては，強迫性の理解と共に，「衝動性」の理解も重要となる。衝動制御の

問題を抱える強迫症の代表例として、MotoricOCSD に分類されるようなチック障害や抜毛症があ
げられる。こうした運動系の OCSD は不安感ではなくある種の衝動が反復行動に先行しているこ
とが多い。この特徴は児童・思春期の症例においても当てはまる。こうした衝動性を伴う強迫性
障害，その中でも早期に発症する対象については症状が慢性化しやすかったり，家族の巻き込み
が生じやすかったり，通常の曝露反応妨害法だけでの援助が難しいことが示唆されている。衝動
性を伴う強迫スペクトラム症の子供とその保護者を対象とした研究は十分に実施がされていな
い。衝動性を伴う反復行動の持つ特徴を理解し、適切な支援が提供されることが求められる。            
 
２．研究の目的 
以上の背景を受けて、本研究では，衝動性を伴う強迫スペクトラム障害を対象として、強迫性

と衝動性の関係性の構造理解及び支援の発展をすることを目的とした。対象として、衝動制御の
問題を伴いやすい児童・思春期の強迫スペクトラム症を取り上げ、子ども自身およびその保護者
に有効な支援を開発することを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究課題遂行中に、新型コロナウイルス感染拡大による社会的な行動制限が課せられたた
め、研究方法の変更を余儀なくされた。本研究課題を通して、大きく分けて３つの研究がなされ
た。 
（１）研究① 強迫症を持つ子供の巻き込みと関係する要因の解明 
 A 大学附属相談室に強迫症状ないしこだわり行動への認知行動療法による援助を求めて来談
した親子 10 組（男子：7 名，女子：3名，平均年齢：13.3 歳［SD=2.8］）を対象とした。 併発症
は自閉スペクトラム症者 3名，注意欠如多動症 3名，チック症 1名，醜形恐怖 1名であった。通
常の心理過程で実施される心理アセスメントの結果や経過について，二次利用することに同意
を得るという形式をとった。来談後 2 回目ないし 3回目に，担当者以外の研究者が研究の概要に
ついて説明し，書面にて同意を得た場合にのみ，解析の対象とすることとした。なお，本研究の
概要は事前に HP にて周知する配慮をとった。解析対象となる評価項目は、強迫症状（CY-BOCS：
Children’s Yale-Brown Obsessive Compulsive  Severity Scale）、自閉スペクトラム症傾向
（PARS-TR: Parent-interview ASD Rating Scale-Text Revision 短縮版）、反復行動（RBS-R：
Repetitive Behavior Scale-Revised）、子供の行動上の問題（CBCL： Child Behavior Check 
List）、ADHD 傾向（ADHD-RS：ADHD-Rating Scale）、家族の巻き込み（FAS：Family Accomｍodation 
Scale（Pinto et al.,2013；Kobayashi et al.,2017））、精神的健康（K6（Kessler et al.,2002; 
Furukawa et al.,2008））、精神的健康度（WHO-5（Awata et al.，2007））であった。 
 
（２）研究② 幼少期の子供の強迫症へのオンライン支援の開発 
 研究開始当初は研究①の結果を受けて、A大学附属心理教育相談室において親子を対象とした
プログラム開発を実施する予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大により、対面での心
理援助に制限が生じた。例えば、A大学附属心理教育相談室は半年間休室となり、研究のための
プログラムの開発や研究①の継続は難しい状況となった。 
そのため、研究①を通して巻き込みをはじめとした母子相互作用に注目する必要性があると

考え、以下の研究を行った。第一に文献レビューを行い、就学前という低年齢児を含む幼少期の
強迫症への心理支援についての先行研究を概観した。その結果、3－8 歳という低年齢児に対し
ての Family-Based CBT の重要性を確認するとともに、オンライン下でも有効な可能性を確認す
ることができた。先行研究を参考にしながら、オンラインで実施可能な合計 10 回の認知行動療
法のプログラムを開発した（表 1）。研究紹介のホームページも作成し、シンポジウムでの発表
と合わせての研究告知も行った。問い合わせがあった 13 名のうち、研究参加の条件と合致し、
親子ともに同意が得られた 9 組の親子にオンライン認知行動療法を実施し効果を検討した。評
価指標として、CY-BOCS，子どもの強さと困難さのアンケ―ト（SDQ），CBCL を実施したほか、ア
セスメントのために感覚プロファイルも取得した。 
                     



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究③ こだわり行動と感覚処理特性と気質の関係性の検討 
 研究②を通して、感覚処理特性をアセスメント項目に含むことの重要性が示された。その中で、
反復行動や強迫症の背景に感覚処理特性がどのように影響しているのかに着目する必要がある
と考え、203 名の 3－8 歳の子どもを持つ保護者を対象に 2 時点の縦断調査を実施した。調査項
目は、①子どもの行動抑制傾向（日本語版子どもの行動抑制尺度，高橋他，2021），②子どもの
強さと困難さのアンケート（Strength and Difficulties Questionnaire） ，③反復行動につい
ての調査（RBS-R，Inada et al.,2015），④感覚プロファイル短縮版，⑤基礎情報であった。 
 
４．研究成果 
（１）研究①の結果（野中他、2021） 
 事例の特徴の解析から、巻き込みが強いグループは不注意傾向も高い特徴がみられたため分
布を確認したところ、群分けをして検討するのが適切だと考えられた。巻き込みの強弱で 2群に
分けて検討したところ、精神的健康度や強迫症状そのものには有意な差がみられなかった
が,CBCL で測定される社会性の問題と思考の問題に有意に差がみられた。また、巻き込みが強い
群は強迫行為の種類も多様であった。強迫症と不注意傾向の関係性は発達障害の併発事例であ
るという説のほか、強迫症状による認知的負荷により不注意傾向が高まるという Executive 
Overload Model（Abramovitch et al.,2012）という仮説も提唱されている。また、不注意傾向
と保護者の巻き込み行動の関係性のプロセスは解明されていないため、質的調査を交えた検討
が望まれる。 
 
（２）研究②の結果（野中、2019。野中・下山、2022、Nonaka et al.,2023） 
 方法に記載した通り、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け研究計画の変更を迫られた
ため、まずは文献レビューを行い、幼少期の強迫症への支援の今後の方針を示した（野中、2019）。
その結果、たとえ低年齢児を対象としても、Family based CBT が有効である可能性とともに、
わが国において類似の研究が不足していることを示唆した。こうした限界を受けて、3－8 歳の
子供を対象とした全 10 回で構成される認知行動療法プログラムを作成し、ホームページを作成
して広報をし、参加希望があった親子 11 名のうち、最終的な評価まで終えた 7 名を対象として
その効果を検討した（野中・下山、2022、図１）。 
 結果として、強迫症状、CBCL で測定される情緒や行
動上の問題の軽減を確認した。また質的な記述として
も、「一人でトイレに行けるようになってよかった」
「食べたいけれど食べられなくなったお餅を食べら
れるようになってよかった」など、不安への対処スキ
ルの向上が確認された。また、比較的長期的な予後の
報告があった 1事例についても検討し、成長するにあ
たって不安や強迫症状が増大した時に、家族が共通し
て対処するスキルを身に着けていることの重要性も
確認された（Nonaka et al.,2023）。子どもの強迫症 
への認知行動療法を実践している機関はわが国では 
限られており、低年齢児を対象とした実践はほとんど報告されてこなかった。オンライン下であ
っても、低年齢児への認知行動療法の有効性が確認されたことは、心理支援を多様な地域・環境

表１．プログラムの構成 
   親 子 内容及び評価指標 
１  〇 － 主訴，子どもの特徴の聴取，既往歴や現在の症状などの確認 症

状評価の実施 （方法欄参照） 
２ 〇 〇 強迫症状／こだわりの心理教育，困っていることの階層表を作

る。気持ちのモニタリング（HW）。 
３ 〇 － CF の共有。巻き込みの心理教育・対処方法について 

保護者の気持ちのモニタリング（保護者の HW） 
４ 〇 〇 症状への対処方法を共有①：  

曝露反応妨害法／認知的方略／リラクセーション 
５ 〇 － 巻き込みを減らす声かけ。足場づくりの紹介。 

トラブル・シューティング 
６ 〇 〇 症状への対処方法を共有②： 曝露反応妨害法／認知的方略／リ

ラクセーション／再発予防 
7 〇 － 振り返りと再発予防。（保護者向け） 
８ 〇 〇 振り返りと再発予防。（子ども向け） 
９ 〇 〇 症状変化の確認  
10 〇 － フォローアップ   

*第 8，9 回目の子どもの面接は ID.04 までの全員が子供との面接を増やすことを希望したため追加。 
＊第 8，9 回目は隔週、第 10 回目は 1 か月以上後の希望するタイミングに実施した。 

図１．CBCL の変化（野中・下山、2022） 



の家庭に提供できるという意味で社会的インパクトが大きい知見である。 
 
（３）研究③の成果 
 2 時点目に回答したものと回答していないもので基礎属性に差がないか検討し，基礎属性や評
価尺度の得点に有意差がないことを確認した。2時点目まで回答があった 143 名のうち、ASD ま
たは ADHD の診断を有していた 8名を除外した 135 名を対象として，第一時点の相関係数を検討
したところ，子育てにおける全般的な困難度は、こだわり行動・感覚処理の障害・行動抑制傾向
と有意な相関関係が確認された（r =.45, .72, .304, p < .001）。こだわり行動と感覚処理の
障害も有意に相関していた（r =.522, p <.01）。SDQ による全般的困難度を従属変数として，ス
テップワイズの重回帰分析を行った結果，感覚処理の障害（β=.69）と行動抑制傾向(β=.12)が
残存した（R2= .53）。同様の相関傾向は 2時点目でも確認されたが、2時点目ではこだわり行動
の影響も一定程度確認された（R2 ＝.43、感覚処理の問題：β=.45, こだわり行動: 
β=.21, 行動抑制傾向:β=.199)。交差遅延効果モデルによって因果関係の推定を行ったが、時
点間では同変数同士でしか有意ではなく、因果関係の推定はできなかった。 
 こだわり行動の出現頻度自体が定型児であれば少ないため、そうした分布の偏りも考慮した
分析を行い、今後論文投稿していくことを計画している。 
 
以上 3つの研究を通して、子どもの強迫症における併発症特性と巻き込みの問題、そして巻き

込みの問題を含めたオンライン認知行動療法の有効性の示唆、感覚処理障害の影響を含めた検
討が必要だという展望を示したことにより、当初の目的であった強迫性と衝動性の関係性の理
解と強迫症への支援の発展に向けた知見の提供を一定程度達成したと考える。 
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